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1).授業実施時期
a春(4～6月):20.3%  b秋(9～■月):28.4%  C春と秋 :51.4%
2).配当時間
a3時間:9,3% b4時間:22.7% C5時間:13.0% d6時間 :33.3%
















aゴムひも:6.8% bグラスファイバー:5.4% C竹:86.5% dその他 :1.3%
7).グループ分け (グループ内の構成)
a能力別 (等質):39.2% b能力混合 (異質):21.5% C身長順 :3.8%










































順位 1 2 1234 1234
b相対評価    C伸び
図1 教師の評価の観点とその順位
観点 a到達度 d取り組み
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 37巻 第 1号 (1995)     25
14).教師の指導観 と運動特性 (教材観),グループ編成,日標設定,バー の移動,運動量,評価
法,指導の困難度 表 1～7
表1 走り高跳びの指導観と運動特性の捉え方  複数回答は1/2 人(%)
達成型 競争型 混合型 意識せず 計
体 力 重 視 型 6.5(59)3.5(32)0 1.0(9)11(100)
技 能 重 視 型 9.0(82)1.0(9)1.0(9)0 11(100)
楽 しさ重視型 33.5(61)2.0(22)9.5(17)0 55(100)
x2値 0.671 1.339 2.200
P005=5.991
表2 指導観とグループ編成 (グループ内の構成)複数回答は1/2 人(%)
等質 異質 その他 無回答 計
体 力 重 視 型 7.5(68)3.5(32)0 11(100)
技 能 重 視 型 7.0(64)3.0(27)0 1.0(9)11(100)
楽 しさ重視型 24.5(45)23.5(43)7.0(13)0 55(100)
X?値 1.5670.719
PO Os=5.991
表3 走り高跳びの指導観と目標の設定     複数回答は4/2 人(%)
個人の形態加味 個人の形態無視 無回答 計
体 力 重 視 型 4.0(36) 7.0(64) 11(100)
技 能 重 視 型 7.0(64) 4.0(36) 11(100)
楽 しさ重視型 33.0(60) 21.0(38)1.0(2)55(100)
x2値 1.027 1.512
P005=5.991
表4 走り高跳ぴの指導観とパーの移動     複数回答は1/2 人(%)
等しい回数跳躍 異なる跳躍回数 その他 無回答
体 力 重 視 型 8.5(77) 2.5(23) 0 0
技 能 重 視 型 9.5(86) 1.0(9)0.5(5)0
楽 しさ重視型 34.5(63) 17.0(31)2.5(5)1.0(2)
x2値 0.479 1.712
P005=5,991
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表5 走り高跳びの指導観と運動量       複教回答は% 人(%)
運動量確保 運動量不足 無回答 計
体 力 重 視 型 1.0(9) 10.0(91) 11(100)
技 能 重 視 型 3.0(27) 8.0(73) 0 11(100)






表7 走 り高跳びの指導観と困難度              人(%)
指導しやすい 指導しにくい どちらでもない 計
体 力 重 視 型 3(27) 4(36)
技 能 重 視 型 2(10 6(55) 3(27)
楽 しさ重視 型 10(18) 24(44) 21(38)










Cどちらでもない:38.0%     X2=6.253 (P OЮ5=5 991)
絶対評価 相対評価 記録の伸び 授業の取組
体 力 重 視 型 0 6(22) 12(44) 9(33)
技 能 重 視 型 2(7) 13(46) 12(43)
楽 しさ重視型 12(8) 19(12) 59(39) 63(41)
x2値 3.045 2.088 0.100 0.900
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指導が困難な理由  (複数回答)
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表10 第3時指導過程






























































。7歩助走による高跳びをする。タンバリンで「 トン・ トン・ 卜・

















































表11 走り高跳びカード No l
学習カード       (    )班 名前 (
年  月  日   曜日  天候 (    )
)































































各時間毎の跳躍回数 第1時:5,6回   第2時:5.8回   第3時:■.5回
児童の跳びたい回数 ～410% 5～9:3%10～4:30% 15～19:27% 20以上 :40%





















記録の伸び    目標との差
1グループ     2.0       4.6
2グループ     4.0      -2.2
3グループ     11.9       0
4グループ     8.9      -4.1
6.バー止めのカラーについて





白:51.9% 水色 :19.2% 青:9.6% 桃色:0% 黄 :5.8% 赤 :3.8%
・同じ高さでも,バー 止めの色によって高く感じたり,低く感じたりしますか
しない :27人 (69.2%)   する:12人(30.8%)





















思わな 思 う どちら
とも




男 :女 男 女 男 :女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
走り高跳びはフワーと体の浮いた感じが楽しセ 4 3 4 l 2 2 1 1 1 1 6 5 1 0122
走り高跳びは自分の能力に挑戦するところが楽しい 6 3 3 1 1 2 2131!2 1 1 4 1
走り高跳びはバーをクリアーするところが楽しい 9 5 0 l 1107 4 Oi32 0 2 I 1 1
走り高跳びは友達と競争できるから楽しい 3:05 2 4 0 5 1 1 6 0 1 1 1
たり高跳びは跳ぶ前に緊張してドキドキするから嫌 0104 l 6 5 1 1 3 4 5 2 5 0100
たり高跳びは思いきり体を動かすことができない 2 0 0 8 3 0 314413 2 2 3 0
走り高跳びはバーを上げると恐怖感がある 5 2 l 4:43133113 3 5 0 0 0
たり高跳びは助走が難し? 4:41 4 2 5 1 2 0 2 3 0 1 0 1
走り高跳びは踏み切りが難しV 3 3 3 4 3 4 6 2 1 3 0 2140110
走り高跳びは空中動作が難しい 2 2 3 4123114:52:12110 3 0 1
走り高跳びは好きな種目である









思わな 思 う どちら
とも




男 !女 男 1女 男 1女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
走り高跳びはフワーと体の浮いた感じが楽し? 4 3 3 3 2 2 3 1 4 4 l 3 0 0 212l10
走り高跳ぴは自分の能力に挑戦するところが楽しし 7 6 2 0 0 4 5 4130!00121:02
走り高跳びはバーをクリアーするところが楽しい 7 0111106 6 2120 0 l 2 1 0 1
走り高跳びは友達と競争できるから楽しい 412と 5 4 1 1 0 5 2 3 l 0 1 211
走り高跳びは跳ぶ前に緊張してドキドキするから嫌 ユ 0 1 1 7 7 0 4 4 3 4 1 l 1 1:1l10
走り高跳びは思いきり体を動かすことができな? 1 0 2 1 6 7 0 1 3165110:0ユ 2 2
走り高跳びはバーを上げると恐怖感がある 1 2127 5 O142i26 2 1 2 2 0 0
走り高跳びは助たが難し? 2141:36 ユ 4 3 ユ 4 3 ] 0 2 1 0 210
走り高跳ぴは踏み切りが難しV 2 4 0 8 7 ユ 3 1 5 1 011l11210
走り高跳びは空中動作が難しい 4 2 2 5 3:04:41 4 112 0 0 0
表14 実験授業B指導計画
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1      表15 学習過程第二次 2時間



























































































































d.二重バー高跳び :大きな動作で (抜き足を胸に引きつけバーを見る)バー をクリアーする
5.跳躍回数 :各時間毎の跳躍回数を以下に示した。3時間日以降に回数が増加したのは, 5 cm
間隔のバー止めで 自分のめあてにあった場で達成型の授業形式のためと考えられる。
1時間  2時間  3時間  4時間  5時間   (回)
跳躍回数 (男子) 15,8   15.3   19,7   20.6   20.2
跳躍回数 (女子) 13.0   16.3   18.2   17.9   17.4




























































































男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 1女
走り高跳びはフワーと体の浮いた感じが楽し予 2 1 1 1 1 1 ユ ユ 5 4 111 3
走り高跳びは自分の能力に挑戦するところが楽し? 3 2 l l 6 1 3 2
走り高跳ぴはバーをクリアーするところが楽しし 3 3 1 9 2
走り高跳びは友達と競争できるから楽しい 2 2 l l 1 1 l 7 2 3
たり高跳びは跳ぶ前に緊張してドキドキするから嫌 1 3:2 1 1:1 215713
たり高跳びは思いきり体を動かすことができない 2 2 1 1 l 2 2 3 7 3
走り高跳びはバーを上げると恐怖感がある 3 3 1 1 1 4 1 3 4 1
走 り高跳びは助走が難 しい 1 2 2 1 l 1 1 3146 4
走り高跳びは踏み切りが難しし 2 111 2 1 1 1 4:41 3 4 1
走り高跳びは空中動作が難しい 1 3 2 1 2 4 3 2 6 2
たり高跳びは好きな種目である






















勇 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
走り高跳びはフワーと体の浮いた感じが楽しい 7 ユ 3 1 1
走り高跳びは自分の能力に挑戦するところが楽し彰 9 111 1 1 1
走り高跳びはバーをクリアーするところが楽しい 8 1112 1 3 1
走り高跳びは友達と競争できるから楽しし 7 2 1 1 と 2 1 1
走り高跳びは跳ぶ前に緊張してドキドキするから嫌 ユ 2 9 3 1
走り高跳ぴは思いきり体を動かすことができなし L129 110 1 1 2
走り高跳びはバーを上げると恐怖感がある 1 2 2 2 7 8 l 1 2
走り高跳びは助走が難しい 4 ] l 6 1 2
走り高跳びは踏み切りが難し▼ 2 4 2 4 1 1 2
走り高跳びは空中動作が難し, 4 2 1125 lil 2

























8)山本貞美 小学校における陸上運動の指導法 佐々木印刷KK 1977 p.28～32
9)第1回は1985年に都道府県予選会 (25.000人参加)を経た児童が東京国立競技場の全国大会に参加した
10)陸上運動の「走り高跳び」は第6学年に配置 文部省 小学校指導書体育編 昭和53年5月 東山書房  現行
(平成元年6月)の指導書では第5・ 6学年に配置
■)池田等によるノモグラム (0.5×身長-10×50m走タイム+120)
12)働日本陸上競技連盟 陸上競技ルールブック'94 あい出版 1994
13)ロベルト・ L・ケルチェターニ著 働日本陸上競技連盟監修 近代陸上競技の歴史 ベースボール・マガジン社
1992
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